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一般的な要件
一般的な要件は、すべての VDI版 Cisco Jabber Softphoneプラットフォームに適用されます。

このガイドに記載されているコンポーネント、バージョンおよび最小ハードウェア要件のみ

がサポートされています。サポートされていないコンポーネントを使用すると、展開が機能

しなくなる可能性があります。

重要

アクセサリ

推奨される音声およびビデオアクセサリのリストについては、http://www.cisco.com/c/en/us/products/
unified-communications/uc_endpoints_accessories.htmlの「Unified Communications Endpoint and Client
Accessories」を参照してください。

すべての Jabraデバイスが最新のファームウェアを実行していることを確認します。Jabra Direct
を使用してファームウェアを更新できます。

Windows版 Cisco Jabber
ホストされた仮想デスクトップ（HVD）で実行されているWindows版 Cisco Jabberのこのリリー
ス。
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仮想環境の互換性の詳細については、リリースのCisco Jabberドキュメントを参照してください。

Cisco Unified Communications Manager
推奨：Unified CMリリース 11.5 (1) SU3以降

最小：Unified CMリリース 10.5

Mobile and Remote Access（MRA）向けの Cisco Expressway
推奨： Expressway X12.5

最小：Expressway X8.11.4

MRAを使用したVDI版Cisco Jabber Softphone では、認証にOAuth 2.0のみがサポートされます。
詳細については、『DeployingOAuthwithCiscoCollaboration Solution guide』を参照してください。

MRAでの JVDIは、collab-edge SRVが HVDから解決できることをサポートしていません。
この場合、JVDIへのソフトフォンの登録は失敗します。

SplitDNS（ネットワーク内外の異なるドメイン）でMRAでの JVDIの導入を使用する場合、
HVDで内部ドメインを検出しないでください。もし検出した場合、VDI版 Cisco Jabber
Softphone 登録も失敗します。クライアントが内部ドメインを検出しないようにする場合、
HVDに Jabberをインストールしている間は UPNを無効にします。

（注）

接続ブローカー:ホスト仮想デスクトップにインストール
• Citrix XenAppおよび XenDesktop 6.x、7.x（CR—最大 7.18、LTSR—最大 7.15 CU7）および
Citrix仮想アプリおよびデスクトップ 7（CR—最大 2012、LTSR—最大 1912 CU2）

• VMware Horizonバージョン 6.x～ 8.x

接続ブローカーは、ホスト仮想デスクトップへの接続を作成するソフトウェアです。接続ブロー

カーは、次のような多数のタスクを実行します。

•ユーザ名を検証し、ユーザの接続を提供します。

•ユーザが特定の仮想デスクトップに接続できるようにします。

オペレーティングシステム:ホスト仮想デスクトップにインストール
• Microsoft Windows 8.1（32ビット）

• Microsoft Windows 8.1 64（64ビット）

• Microsoft Windows 10（32ビット）
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• Microsoft Windows 10（64ビット）

• Microsoft Windows 11 64ビット（Jabber VDI 14.0.3以降）

サーバオペレーティングシステム:ホスト仮想デスクトップにインス
トール

• Microsoft Windows Server 2012 R2

• Microsoft Windows Server 2016

• Microsoft Windows Sever 2019

ポート要件

VDI版Cisco Jabber Softphoneは、Cisco Jabberと同じポートと、次の追加のポート範囲が必要です。

表 1 :ポートの使用

説明ポート範囲

RTPの UDPインバウンドおよびアウトバウンドトラフィック
(音声およびビデオストリーム)

このポート範囲を減らすようにCiscoユニファイドコミュニケー
ションマネージャを設定できます。CSFデバイスに関連付けら
れている SIPプロファイルの開始/停止メディアポートの設定を
変更します。

16384-32767

サポートされるコーデック

サポートされるコーデック

オーディオコーデック

• G.722

• G.722.1 (24および 32k)

G.722.1はCiscoユニファイドコミュニケーションマネージャ8.6.1以降でサポートされます。

• G.711 A-law

• G.711 u-law

• G.729a

• Opus
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Opusは、Ciscoユニファイドコミュニケーションマネージャ 11.0以降でサポートされていま
す。

ビデオコーデック:H.264/AVC

要件ー HP Thin Pro

Citrix Workspace appまたは VMwareホライズンクライアント:シンクライアントにインストール
されています。

HP Thin Proイメージには、必要な Citrixと VMwareのバージョンが含まれています。

Citrix Workspace appまたは VMwareホライズンクライアントは、対応する接続ブローカーのユー
ザインターフェイスを提供します。

公開されたアプリケーションモードとスクリーンに合わせるオプションはサポートされていませ

ん。

HP Thin Proシンクライアント:ハードウェア

HP Thin Pro 6.2でテストされた次のクライアントハードウェアを推奨します。

• HP t520

• HP t530

• HP t620

• HP t630

• HP t730

• HP mt21

次のクライアントハードウェアを推奨します。これは、HP Thin Pro 7.1 SP 3.3でテストされてい
ます。

• HP t430

• HP t520

• HP t530

• HP t630

• HP t730

• HP mt21

HP ThinProプラットフォームイメージ

32-bit: HP ThinPro 6.2
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64-bit: HP ThinPro 7.1 SP 3.3および 7.xバージョン

このガイドに記載されているコンポーネント、バージョンおよび最小ハードウェア要件のみ

がサポートされています。サポートされていないコンポーネントを使用すると、展開が機能

しなくなる可能性があります。

重要

要件—MacOS

サポートされているオペレーティングシステム

VDI版 Cisco Jabber Softphone 14.0は、次のMacOSバージョンでサポートされています。

• Mojave（10.14）

• Catalina（10.15）

• Big Sur（11）

• Monterey（12）：14.0.3以降

ハードウェア要件

Mac版 Cisco Jabber要件：

2 GB RAM搭載されている RAM

1 GB物理メモリの空き容量

300 MBディスクの空き容量

次のいずれの Appleハードウェアの Intel Core 2 Duoもしくはそ
れ以降のプロセッサ

• iMac Pro

• MacBook Pro

• MacBook

• MacBook Air

• iMac

• Mac Mini

VDI版Cisco Jabber Softphone は、Apple M1プロセッサもサポー
トしています。

CPUの速度およびタイプ

USB 2.0（USBカメラおよび音声デバイス用）I/Oポート
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Citrixおよび VMwareの要件

このリリースのMac OS用 VDI版 Cisco Jabber Softphone は、Citrixおよび VMware VDI環境で動
作します。Cisco JVDI Clientをインストールする前に、Citrix Receiverクライアントではなく、最
新の Citrix Workspaceクライアントまたは VMware Horizonクライアントをインストールする必要
があります。

• Citrix Receiver 13.0以降

• Citrix Workspace app 1808以降

• VMware Horizon View Clientバージョン 5.5、8.0、または 8.1

Citrix Workspace appまたは VMwareホライズンクライアントは、対応する接続ブローカーのユー
ザインターフェイスを提供します。

公開されたアプリケーションモードとスクリーンに合わせるオプションはサポートされていませ

ん。

要件ー Ubuntu

このガイドに記載されているコンポーネント、バージョンおよび最小ハードウェア要件のみ

がサポートされています。サポートされていないコンポーネントを使用すると、展開が機能

しなくなる可能性があります。

重要

Ubuntuデスクトップイメージ

• Ubuntu 14.04 32b LTS (i386)

• Ubuntu 16.04 64b-alpm LTS (AMD64)

• Ubuntu 18.04 64b-alpm LTS (AMD64)

• Ubuntu 20.04 64b-alpm LTS (AMD64)

サポートされているバージョンには、Ubuntu Minimalは含まれていません。（注）

Ubuntuシンクライアント:ハードウェア

シンクライアントの最小ハードウェア要件は次のとおりです。

•インストール済み RAM 2 GB

•物理メモリの空き容量 1 GB

•空きディスク容量 256 MB
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• CPU: AMD G-T56N 1.65 Ghz、または Intel Core2Duo T7500 2.2 GHz

• USB 2.0（USBカメラおよび音声デバイス用）

Citrix Workspace appまたは VMwareホライズンクライアント:シンクライアントにインストール
されています。

• Citrix Receiver 13.0以降

• Citrix Workspace app 1808以降

• VMware Horizon View Clientバージョン 4.x、5.x、および 8.x

Citrix Workspace appまたは VMwareホライズンクライアントは、対応する接続ブローカーのユー
ザインターフェイスを提供します。

公開されたアプリケーションモードとスクリーンに合わせるオプションはサポートされていませ

ん。

要件: Unicon eLux

このガイドに記載されているコンポーネント、バージョンおよび最小ハードウェア要件のみ

がサポートされています。サポートされていないコンポーネントを使用すると、展開が機能

しなくなる可能性があります。

重要

Unicon eLuxプラットフォームイメージ

• 64ビット : Unicon eLux 6.5

• 64ビット : Unicon eLux 6.8

• 64ビット : Unicon eLux 6.9

• 64ビット：Unicon eLux RP6 LTSR 2104 Cu2（リリース 14.0.4以降）

ELuxパッケージは、Unicon eLuxから使用できます。ダウンロードの検索については、eLuxサ
ポートにお問い合わせください。

Unicon eLuxシンクライアント:ハードウェア

シンクライアントの最小ハードウェア要件は次のとおりです。

• 1.6 GHzデュアルコアプロセッサ

• 2 GB RAM

ELux RP 5.7.0でテストされた次のクライアントハードウェアを推奨します。
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• HP T620デュアルコア/クアッドコア

• HP T630デュアルコア/クアッドコア

• HP T730

• Cisco VXC 6215

• Dell Wyse Z50D

Citrix Workspace Appまたは VMwareホライズンクライアント:シンクライアントにインストール
されています。

Unicon eLuxには、必要な Citrixと VMwareのバージョンが含まれています。

Citrix Workspace appまたは VMwareホライズンクライアントは、対応する接続ブローカーのユー
ザインターフェイスを提供します。

公開されたアプリケーションモードとスクリーンに合わせるオプションはサポートされていませ

ん。

Cisco Anyconnect (任意)

vpnsystem v1.0-1

要件: Windows

このガイドに記載されているコンポーネント、バージョンおよび最小ハードウェア要件のみ

がサポートされています。サポートされていないコンポーネントを使用すると、展開が機能

しなくなる可能性があります。

重要

Microsoft Windowsシンクライアント:ハードウェア

シンクライアントの最小システム要件は次のとおりです。

•インストール済み RAM 2 GB

•物理メモリの空き容量 1 GB

•空きディスク容量 256 MB

• CPUモバイル AMD Sempronプロセッサ 3600 +、2 GHz Intel Core 2 CPU、または T7400 (2.16
GHz

• DirectX 11互換 GPU

• USB 2.0（USBカメラおよび音声デバイス用）
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Microsoft Windows:シンクライアントにインストールされています。

• Microsoft Windows 8.1（32ビット）

• Microsoft Windows 8.1（64ビット）

• Microsoft Windows 10（32ビット）

• Microsoft Windows 10（64ビット）

• Microsoft Windows 11（64ビット）

VDI版 Cisco Jabber Softphone Windowsは、Microsoft .NET Frameworkまたは Javaモジュール
を必要としません。

（注）

Windows Embedded Standardシンクライアント:ハードウェア

シンクライアントの最小システム要件は次のとおりです。

•インストール済み RAM 2 GB

•物理メモリの空き容量 1 GB

•空きディスク容量 256 MB

• CPUのパフォーマンスは、ビデオの最大解像度に影響します。WindowsEmbedded Standardシ
ンクライアントでは、予想される解像度は CPUによって異なります。

•クアッドコア AMD GX-420CA SOC 2 GHzまたは類似の最大 720p

•デュアルコア AMD G-T56N 1.65 GHzまたは類似の240pまで

• Eden X2 U4200 1 GHzまたは同様の CPUを介したデュアルコアによる音声のみのサポー
ト

これらのハードウェア仕様は、予想される解像度のガイドラインに

すぎません。その他の要因は、ビデオの解像度に影響を与える可能

性があります。

（注）

• DirectX 11互換 GPU

• USB 2.0（USBカメラおよび音声デバイス用）

Windows Embedded Standard:シンクライアントにインストールされています。

• Windows Embedded Standard 7 (64ビット)

64-bit Systems (KB4019990)用のWindows Embedded Standard 8の更新が必要
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• Windows 10 IoT Enterprise

Citrix Workspace Appまたは VMwareホライズンクライアント:シンクライアントにインストール
されています。

• Windows 4.4以降の Citrix Receiver（ICA）

• Windows 1808以降の Citrix Workspaceアプリ（ICA）

VDI版 Cisco Jabber Softphone は、Microsoftストアからダウンロー
ドされた Citrix Workspaceアプリをサポートしていません。

重要

• Windows 4.1.0以降の VMware Horizonクライアント

(バージョン 4.3および 4.4はサポートされていません)。

Citrix Workspace appまたは VMwareホライズンクライアントは、対応する接続ブローカーのユー
ザインターフェイスを提供します。

Cisco JVDIクライアントをインストールする前に、Citrixの受信側または VMwareホライズ
ンクライアントをシンクライアントにインストールします。

Citrix環境から VMware環境（またはその逆）に変更する場合は、Cisco JVDIクライアント
を再インストールします。

重要

VDI版 Cisco Jabber Softphoneは、VMWareおよび Citrix VDI環境の両方で、Windowsおよび Linux
シンクライアント用の全画面表示およびウィンドウ表示をサポートしています。

バージョンサポート戦略
• Windows版 Cisco Jabberおよび Cisco JVDI Agentの主要バージョン（N.A）は常に一致してい
る必要があります。ただし、JVDIクライアントのバージョンは同じであるか、または最大 2
つのリリース (N-1のサポート)にすることができます。

N.A-Cは、メジャーリリースの範囲を示します。x-zは、さまざま

なメンテナンスリリースの数を示します。これらの番号は、例とし

てのみ使用されます。

（注）

たとえば、リリースの範囲内で次のバージョンの組み合わせがサポートされています。

• Windows版Cisco JabberリリースN.A(x)、Cisco JVDIAgentリリースN.A(y)、およびCisco
JVDI Clientリリース N.A(z)
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• Windows版Cisco JabberリリースN.A(x)、Cisco JVDIAgentリリースN.A(y)、およびCisco
JVDI Clientリリース N.B(z)

• Windows版Cisco JabberリリースN.A(x)、Cisco JVDIAgentリリースN.A(y)、およびCisco
JVDI Clientリリース N.C(z)

上記の例は、単一のメジャーリリースでサポートされる範囲をカ

バーしています。新しいリリース番号（14.0など）で始まるメジャー
リリースの場合、JVDIクライアントは以前の2つのリリース（12.9
および 12.8など）でもサポートされます。

（注）

リリースの範囲内で次のバージョンの組み合わせはサポートされていません。

• Windows版Cisco JabberリリースN.A(x)、Cisco JVDIAgentリリースN.A(y)、およびCisco
JVDI Clientリリース N.D(z)

• Windows版Cisco JabberリリースN.A(x)、Cisco JVDIAgentリリースN.B(y)、およびCisco
JVDI Clientリリース N.C(z)
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


